
高等部      『現場実習を通して見えた“つながり”』 
６月の現場実習では、それぞれの実習先で真剣に取り組み、社会の中での学びを 

深める貴重な時間を過ごしました。 小学部で身に付けた「挨拶」の力は、実習先での 

第一印象を大きく左右します。明るく元気な挨拶は、職場の方々との良好な関係づくり 

につながっていました。また、中学部で学んだ「作業学習におけるルールや約束を守る 

姿勢」は、実習での作業を確実に行ううえで、大きな力となっていました。 

「時間を守る」「報告・連絡・相談をする」「安全性」といった基本的な行動に 

ついては、実習先から３段階の評価のうち２段階以上の高い評価をいた 

だいています。 

こうした積み重ねがあるからこそ、高等部での実習はより充実したもの 

となります。今後も、各学部での学びの“つながり”を大切にしながら、生徒 

一人ひとりが将来に向けて一歩ずつ進んでいけるような進路指導を行って 

いきたいと思います。 
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中学部では、新しい形で作業学習が始まりました。グリーン、クリーン、クラフトの３種類の作業を、一致

団結して取り組んでいます。作業内容や活動場所もグループ毎で異なります。全活動共通の作業目標

「１ 大きな声であいさつ、へんじ。２ 時間いっぱい、最後まで。３ 心をこめて、ていねいに」を必ず全体で

復唱しています。作業中も「しっかり丁寧な言葉で話す」、「報告・連絡・相談」、「挨拶」と仕事をするうえ

で大事な要素を心掛けて作業に取り組んでいます。小学 

部で身に付けた「挨拶」の力をより高め、働くことの意味 

を考えながら、高等部へとつなげられるような作業学習を 

実施していきたいと思います。 

小学部   『小中高とつながるための第一歩  挨拶』 

中学部      『作業学習を通してつないでいくこと』 

進路だよりを通して、小学部、中学部、高等部の取組をご紹介します。１年間、どうぞよろしくお願い

いたします。初回は、「挨拶」「礼儀」をテーマに、各学部の取組を御紹介します。 

小学部では、コミュニケーションの基本である「挨拶」について御紹介します。毎朝、自分の教室に行くま

でにたくさんの教師と挨拶をします。毎日繰り返し取り組むことで、挨拶が当たり前にできるようになってい

ます。立ち止まって目を見て挨拶をする児童、大きな声で挨拶をする児童、「お、は、よ、う。」と教師と１文字

ずつ口形を確認しながら挨拶をしたりする児童など、挨拶の仕方は様々です。朝から気持ちよく１日をスタ

ートし、教師や友達とコミュニケーションを図るために、 

挨拶は大切な力となります。朝の挨拶の他にも、 

授業の始めや終わりの「お願いします。」「ありがとう 

ございました。」、給食時の「いただきます。」など、 

一つ一つの挨拶を大事にし、中学部、高等部へとつな 

いでいきたいと思います。 


